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神
宮
大
麻
は
、
明
治
五
年
よ
り
神
宮
司
庁
が
奉
製
し
全
国
の
家

庭
に
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
起
源
は
、
伊
勢
の
御

師
に
よ
る
御
祓
大
麻
で
あ
る
。
現
在
は
、
神
社
本
庁
が
神
宮
司
庁

よ
り
委
託
を
受
け
全
国
の
神
社
を
通
じ
て
頒
布
。
当
社
で
も
毎
年

十
二
月
二
日
に
神
宮
大
麻
頒
布
出
発
式
を
行
い
、
約
二
週
間
を
か

け
て
塩
竈
市
約
二
万
世
帯
全
戸
へ
の
頒
布
を
目
標
に
職
員
生
徒
総

が
か
り
で
市
内
を
歩
い
て
い
る
。
年
に
一
度
、
一
軒
一
軒
を
訪
ね

て
街
を
巡
る
と
、
車
で
通
り
過
ぎ
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
様
々

な
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
数
年
は
、
新
築
住
宅
が

目
に
付
く
。
政
府
に
よ
る
住
宅
建
設
促
進
の
成
果
で
も
あ
る
よ
う

だ
が
、
訪
ね
歩
く
立
場
の
身
に
と
っ
て
は
門
戸
が
固
く
閉
ざ
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
た
印
象
の
建
物
ば
か
り
が
増
え
て
来
た
よ
う
に
思

う
。
広
い
縁
側
に
布
団
や
洗
濯
物
が
掛
け
ら
れ
て
あ
る
と
ホ
ッ
と

す
る
。
建
物
の
中
の
様
子
が
う
か
が
え
る
と
訪
ね
や
す
く
感
じ
る

か
ら
だ
ろ
う
。
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
も
和
風
建
築
の
魅
力
と
し
て
縁

側
の
存
在
を
あ
げ
、
そ
れ
が
室
内
と
屋
外
を
繋
げ
て
く
れ
る
中
間

領
域
と
な
る
と
し
て
い
る
。
当
然
、
縁
側
は
室
内
に
い
る
人
と
外

か
ら
の
人
を
も
繋
い
で
く
れ
る
。
大
麻
頒
布
は
、
伊
勢
の
神
宮
と

家
庭
を
繋
ぐ
大
切
で
聖
な
る
事
業
。
北
風
に
袖
を
取
ら
れ
な
が
ら

も
氏
子
地
域
を
訪
ね
行
き
、
日
の
当
た
る
縁
側
で
日
の
大
神
様
の

御
札
を
渡
す
。「
御
苦
労
さ
ん
ね
」
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
次
の

家
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

鹽竈神社左右宮拝殿の木鼻彫刻

謹　賀　新　年謹謹　　賀賀　　新新　　年年
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令
和
四
年
（
皇
紀
二
八
六
二
年
）

新
春
を
寿
ぎ
、
御
皇
室
の
弥
栄
と

御
国
の
安
泰
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
愛
子
内
親
王
殿
下

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
成
人

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

慶
賀
の
至
り
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
よ
り
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
や
感
染
対
策
の
徹
底

等
も
あ
っ
て
、
昨
年
末
に
は
減
少

傾
向
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
た
な
変
異
株
が
発
生
す
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
油
断
は
出
来

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

神
社
で
は
感
染
対
策
を
徹
底
し
た

上
で
、
祭
典
へ
の
ご
案
内
も
少
し

ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
元
に
戻
し

て
斎
行
致
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

状
況
を
見
な
が
ら
氏
子
祭
の
神
輿

渡
御
等
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う

に
大
勢
の
皆
様
に
御
奉
仕
頂
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

初
詣
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染

防
止
対
策
を
し
、
皆
様
の
御
参
拝

を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
博
物
館
で
は
新
春
特
別

展
と
し
て
「
伊
達
家
歴
代
藩
主
奉

納
太
刀
」
を
開
催
致
し
ま
す
。
仙

台
藩
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
公
よ
り

始
ま
る
、
鹽
竈
様
へ
の
奉
納
太
刀

三
十
五
口
を
展
示
致
し
ま
す
。
領

国
の
安
寧
と
発
展
を
願
い
奉
納

さ
れ
た
太
刀
を
目
前
に
す
る
時
、

我
々
も
そ
の
思
い
を
同
じ
く
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
共
に
、
鹽
竈
神

社
へ
の
伊
達
家
の
崇
敬
心
を
改
め

て
感
じ
て
頂
け
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息

と
、
氏
子
崇
敬
者
の
弥
益
の
御
繁

栄
を
祈
念
致
し
新
春
の
辞
と
致
し

ま
す
。

初
春
に
寄
せ
て
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
令
和
四
年
の
初
春
を
健

や
か
に
御
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
引
き
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
か
ら
世
界
的

規
模
で
の
対
応
と
自
粛
に
よ
り
、

私
達
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
活
動

は
急
速
な
変
革
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
日
々
の
市
民
生
活
に
も
大
き

な
影
響
を
受
け
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
三
百
有
余
年
の
伝

統
と
歴
史
を
誇
る
塩
竈
の
氏
子
三

祭
も
、
一
昨
年
同
様
に
規
模
を
縮

小
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
私
は
昨
年
の

三
月
に
志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
鍵

宮
司
様
か
ら
祭
典
委
員
長
の
重
責

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余

る
光
栄
と
心
か
ら
の
感
謝
を
思
う

と
と
も
に
、
御
両
社
の
大
神
様
の

更
な
る
ご
神
徳
発
揚
に
本
委
員
会

が
担
う
べ
き
役
割
を
改
め
て
考
え

ま
す
時
、
そ
の
任
の
重
さ
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

和
田
忠
前
委
員
長
に
は
、
篤
き

敬
神
の
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ご
判

断
と
行
動
力
を
も
っ
て
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
の
氏
子
三
祭
に
対
応
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
重
ね
て
、
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
、
大
神
様
に
は
神
輿

に
遷
ら
れ
供
揃
え
を
従
え
て
市
内

を
ご
巡
幸
さ
れ
、
昔
な
が
ら
の
歴

史
絵
巻
を
氏
子
の
皆
様
に
披
露
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
二
年
、
祭
典
の
縮
小

に
よ
り
、
各
供
奉
組
や
行
列
を
受

け
入
れ
る
御
旅
所
で
は
様
々
な
問

題
が
お
き
て
お
り
ま
す
。
特
に
小

中
学
生
の
役
割
が
あ
る
供
奉
組
で

は
、
進
級
や
卒
業
に
よ
り
次
の
子

供
た
ち
へ
の
引
き
継
ぎ
が
で
き
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
や

は
り
、
お
祭
は
継
続
し
て
実
施
し

て
こ
そ
確
実
な
継
承
と
な
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
月
上
旬
ま
で
に
は
、
今

年
の
帆
手
ま
つ
り
の
実
施
の
有
無

に
つ
い
て
、
神
社
御
当
局
の
御
裁

可
を
受
け
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
末
ま
で
に
は

各
供
奉
組
と
御
旅
所
の
各
町
内
会

に
対
し
、
実
施
で
き
ま
す
よ
う
準

備
方
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
お
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
、
奉
仕
心
と
祭
心
が

調
和
し
た
氏
子
三
祭
が
賑
々
し
く

斎
行
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
警
察
行
政
各

般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
三
月
、
塩
釜
警
察
署
勤
務

の
内
示
を
受
け
た
際
、
前
任
者
か

ら
は
、
志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社

に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
る
神
事
や

祭
礼
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
る
旨
の
引
き
継
ぎ
を
受

け
、
古
来
奥
州
一
宮
と
し
て
朝
野

の
崇
敬
を
集
め
て
き
た
神
社
の
歴

史
と
文
化
の
一
端
に
触
れ
ら
れ
る

喜
び
を
感
じ
厳
か
な
気
持
ち
で
着

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
志
波
彦
神
社
例
祭
や

花
ま
つ
り
本
殿
祭
へ
の
参
列
が
叶

わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
月
の

天
候
に
恵
ま
れ
た
日
、
一
人
鹽
竈

神
社
に
参
拝
し
、
薄
紅
色
の
鹽
竈

桜
を
は
じ
め
境
内
に
咲
き
誇
る
約

四
十
品
種
の
桜
を
愛
で
な
が
ら
、

こ
の
地
に
勤
務
で
き
る
喜
び
と
崇

高
な
使
命
感
を
感
じ
て
、
地
域
の

安
全
安
心
を
ご
祈
願
す
る
と
と
も

に
管
内
の
治
安
維
持
に
誠
心
誠
意

取
り
組
む
こ
と
を
心
に
誓
っ
た
も

の
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
治
安
情
勢
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

サ
ッ
カ
ー
競
技
大
会
警
備
を
完

遂
し
た
ほ
か
、「
フ
ァ
ス
ト
映
画
」

を
全
国
初
の
著
作
権
法
違
反
で
検

挙
し
、
さ
ら
に
は
、
殺
人
、
強
盗

致
傷
な
ど
住
民
の
安
全
を
脅
か
す

犯
罪
の
発
生
も
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
被

疑
者
を
検
挙
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
ほ

か
、
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
も
後

を
絶
た
ず
、
管
内
の
治
安
情
勢
は

予
断
を
許
さ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

本
年
も
、
塩
釜
警
察
署
が
地
域

住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
安
全
安
心

の
拠
り
所
と
な
れ
る
よ
う
、
署
員

一
丸
と
な
っ
て
治
安
維
持
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
引
き
続
き

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
現
在
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」

が
早
期
に
終
息
し
、
こ
れ
ま
で
通

り
各
種
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
こ

と
と
、
さ
ら
に
は
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
・
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
清
々
し

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

塩
竈
市
内
に
は
、
悠
久
の
時
を

超
え
て
塩
竈
と
関
わ
っ
て
き
た

人
々
の
残
し
た
足
跡
が
、
貴
重
な

文
化
財
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
を
あ

げ
ま
す
と
国
特
別
名
勝
の
松
島
、

国
重
要
文
化
財
の
鹽
竈
神
社
、
同

伊
達
綱
村
奉
納
の
太
刀
、
国
天
然

記
念
物
の
鹽
竈
神
社
の
鹽
竈
ザ
ク

ラ
、
国
名
勝
の
奥
の
細
道
風
景
地
・

籬
が
島
、
県
無
形
民
俗
文
化
財
の

藻
塩
焼
神
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

鹽
竈
神
社
を
取
り
上
げ
ま
し
て

も
、
境
内
に
は
奉
納
さ
れ
た
鳥
居

や
灯
籠
・
日
時
計
、
神
社
博
物
館

に
は
工
芸
品
・
絵
画
・
書
籍
な
ど

が
あ
り
ま
す
。『
温
故
知
新
』
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
鹽
竈

神
社
へ
の
崇
敬
と
と
も
に
そ
の
一

つ
一
つ
の
奉
納
品
に
託
し
た
人
々

の
願
い
や
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
の
ほ
か
に

も
、
塩
竈
の
名
称
の
由
来
と
な
っ

た
製
塩
に
関
わ
る
遺
跡
、
古
代
か

ら
入
江
を
埋
め
立
て
て
築
か
れ
て

き
た
塩
竈
の
街
並
み
、
そ
し
て
仙

台
藩
の
外
港
と
し
て
繁
栄
と
衰
退

の
時
期
を
物
語
る
各
種
の
建
築
物

や
絵
画
・
文
書
、
漁
業
や
酒
造

業
、
石
材
業
な
ど
の
産
業
関
連
資

料
、
地
域
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ

た
神
社
仏
閣
や
石
碑
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
個
人

や
民
間
所
有
と
し
て
人
知
れ
ず
埋

も
れ
て
存
在
す
る
貴
重
な
文
化
財

も
数
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
塩
竈
市
文
化
財
保
護
審

議
会
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
文
化

財
の
掘
り
起
こ
し
を
通
し
て
、
塩

竈
の
歴
史
の
解
明
と
保
存
に
努

め
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

氏
子
崇
敬
会

　

会　

長　

�

桑　

原　
　
　

茂

　

副
会
長�

水　

野　

暢　

大

　
　

〃　

�

佐　

藤　

良　

明

　
　

〃　

�

安　

部　

文　

雄

　
　

〃　

�

菅　

原　

宏　

和

　
　

〃　

�

引　

地　

利　

男

祭
典
委
員
会

　

委　

員　

長�

内　

形　

繁　

夫

　

副
委
員
長�

齋　

藤　

善　

彌

　
　

〃�

香　

取　

嗣　

雄

　
　

〃�

志　

賀　

重　

信

　
　

〃�

菅　

原　

宏　

和

　
　

〃�

鈴　

木　

金　

善

敬
神
婦
人
講

　

講　

長�

宇　

仁　

一　

美

　

副
講
長�

佐
々
木　

良　

子

　
　

〃�

今　

野　

紀
美
子

　
　

〃�

千　

賀　

寿　

子

　
　

〃�

岡　

田　

久　

子

氏
子
青
年
会

　

会　

長�

戸　

羽　

宏　

明

　

副
会
長�

沼　

倉　

安　

志

　
　

〃�

永　

沢　
　
　

透

　
　

〃�

小　

林　

史　

人

　
　

〃�

鈴　

木　
　
　

整

節
分
祭
年
男
年
女
世
話
人
会

　

会　

長�

佐　

藤　

武　

志

　

副
会
長�

佐　

藤　

一　

臣

御
神
田
奉
斎
会

　

会　

長�

阿　

部　
　
　

仁

鹽
竈
神
社
博
物
館
審
議
委
員
会

　

審
議
委
員�

濱　

田　

直　

嗣

　
　

〃�

太　

田　

與
八
郎
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第
七
十
四
回

第
七
十
四
回  

奉
献
乾
海
苔
品
評
会

奉
献
乾
海
苔
品
評
会

審
査
会

　

一
月
六
日
（
木
）

　

午
前
十
時

　

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

�

塩
釜
総
合
支
所

感
謝
祭

　

一
月
十
一
日
（
火
）

　

午
前
十
一
時

　

鹽
竈
神
社
左
右
宮

　

本
年
も
当
社
を
会
場
に
「
鹽
竈

神
社
奉
献
乾
海
苔
品
評
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

審
査
会
は
、
前
年
同
様
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

為
、
会
場
を
宮
城
県
漁
業
協
同
組

合
塩
釜
総
合
支
所
に
お
い
て
、
一

月
六
日
（
木
）
午
前
十
時
に
実
施

し
ま
す
。

　

十
帖
一
束
約
三
二
〇
ｇ
以
上
の

乾
海
苔
を
一
点
と
し
て
色
・
艶
・

手
触
り
な
ど
審
査
員
の
厳
正
な
審

査
を
経
て
、
優
賞
・
準
優
賞
以
下

受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

十
一
日
（
火
）
午
前
十
一
時
よ

り
関
係
者
参
列
の
も
と
奉
献
感
謝

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
出
品
さ
れ
た
乾
海
苔

を
祭
務
所
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

御
参
拝
の
際
に
は
、
宮
城
県
産
の

日
本
有
数
の
上
質
な
乾
海
苔
を
、

豊
か
な
香
り
と
と
も
に
御
覧
く
だ

さ
い
。

節　

分　

祭

恒
例
の
「
し
お
が
ま
さ
ま
の
豆
撒

き
」
節
分
祭
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
が
見
通
せ
な
い
中
、
大
勢

の
参
加
者
の
も
と
特
設
舞
台
か
ら

の
豆
撒
き
は
、
前
年
同
様
に
実
施

し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
話
人
が
代
表
し
て
参
列
し
、

神
符
・
福
枡
・
福
豆
等
を
受
け
皆

様
に
お
頒
ち
す
る
こ
と
と
致
し
ま

す
。

　

厄
年
を
迎
え
ら
れ
た
年
男
・
年

女
は
勿
論
の
事
、
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
厄
災
消
除
、
家
内
安
全
を
御

祈
願
致
し
ま
す
。

　

参
加
費
は
一
万
二
千
円
（
祈
祷

料
、
記
念
品
、
そ
の
他
一
切
の
費

用
を
含
む
）
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
以
下
の
世
話
人

へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

節
分
祭
年
男
年
女
世
話
人
会

　
　
　
　

〈
市
外
局
番
〇
二
二
〉

・
会
長

　

佐
藤　

武
志

　
　

南
町　

㈱
菅
原
園
茶
鋪

�

（
三
六
二
）
〇
〇
二
八

・
副
会
長

　

佐
藤　

一
臣

　
　

南
町　

漢
方
の
塩
竈
芍
薬
堂

�

（
三
六
二
）
七
八
八
〇

・
郷
家　

照
夫

　
　

南
町　

郷
家
第
三
歯
科
医
院

�

（
三
六
二
）
四
五
七
一

・
松
本　

喜
八
郎

　
　

旭
町　

㈱
松
本
左
官
工
業

�

（
三
六
二
）
三
二
七
五

・
佐
藤　

仁
一
郎

　
　

南
町　

㈱
ご
ん
き
や

�

（
三
六
七
）
七
七
七
七

・
菅
原　

周
二

　
　

桜
ヶ
丘　

㈱
白
寿
殿

�

（
三
六
六
）
四
一
四
一

・
桜
井　

ふ
み
子

　
　

清
水
沢

�

〇
九
〇
（
五
八
四
三)

二
七
二
七

・
鈴
木　

壱
彦

　
　

権
現
堂

�

〇
九
〇
（
一
〇
六
九)

二
〇
七
〇

・
大
友　

義
雄

　
　

桜
ヶ
丘　

㈱
白
寿
殿

�

（
三
六
六
）
四
一
四
一

・
大
場　

喜
藏

　
　

南
錦
町　

大
場
酒
店

�

（
三
六
七
）
〇
九
〇
六

・
高
瀬　

聰

　
　

尾
島
町　

㈲
た
か
せ
美
容
室

�

（
三
六
六
）
六
四
二
〇

・
古
内　

隆
弘

　
　

港
町　

プ
リ
ン
ス
食
品
㈱

�

（
三
六
五
）
六
一
八
一

・
古
川　

浩
司

　
　

貞
山
通　

㈱
カ
ネ
ヒ
ロ

�

（
三
六
六
）
一
一
六
一

　

昨
年
十
一
月
二
十
八
日
、
祭
典

御
供
役
会
創
立
五
十
周
年
奉
告
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
供
役
会
は
神
社
の
祭
典
を
奉

賛
し
、
塩
竈
市
の
殷
賑
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
に
金
華
山
黄
金

山
神
社
よ
り
頒
賜
の
鹿
革
二
頭
分

を
以
て
制
作
し
た
金
幣
束
の
ほ

か
、
奉
安
台
・
御
羽
車
・
神
旗
錦

旗
・
太
鼓
を
奉
納
し
、
以
来
帆
手

祭
、
花
祭
、
み
な
と
祭
の
氏
子
三

祭
に
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
清
会
長
以
下
会
員
が
参
列

し
、
祭
典
後
、
宮
司
よ
り
祝
意
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
御
供
役
会

　
　
　

創
立
五
十
周
年
奉
告
祭
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例
年
十
月
の
ス
ポ
ー
ツ
の
日
を

含
め
た
三
連
休
に
斎
行
し
て
い
ま

す
講
社
大
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
昨

年
同
様
に
祈
祷
形
式
で
の
斎
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

十
月
八
日
よ
り
十
四
日
ま
で
の

期
間
中
に
は
、
世
話
人
や
講
員
が

そ
れ
ぞ
れ
参
拝
し
、
家
内
安
全
や

商
売
繁
盛
を
祈
念
し
て
い
ま
し

た
。

　

左
記
に
永
年
の
継
続
講
員
の
御

芳
名
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

�

（
敬
称
略
）

令
和
三
年
度

�

継
続
講
員
表
彰
者

◇
九
十
年
表
彰

菅
野	

春
枝
・
佐
久
間
き
え
子

橋
本	

輝
男
・
多
田　
　

龍
吉

佐
藤	

孝　

・
加
藤　
　

孝
夫

◇
八
十
年
表
彰

菊
池	

浩

◇
七
十
年
表
彰

板
宮	

伸
一
・
板
宮　
　

功	

鈴
木　

日
出
男
・
曽
我　

い
わ
子

吉
木	

由
美

　

㈲
サ
イ
ト
ー
ス
タ
ジ
オ

◇
六
十
年
表
彰

宮
田	

和
之
・
日
野　

ユ
ウ
子

中
村	

裕　

・
菊
池　
　

徳
郎

市
川	

永
光
・
阿
部　
　

泰
城

金
子　

た
か
子
・
金
子　

は
る
の

大
槌
支
部
（
二
名
）

倉
本	

福
哉
・
北
田　
　

恭
市

岩
出
山
講
（
一
名
）

佐
々
木	

明
光	

◇
五
十
年
表
彰

畑
中	

静　

・
佐
藤　
　

忠
浩

菊
池	

健
一
・
菊
池　
　

久
夫

福
原	

一
弘
・
遠
藤　
　

清
志

大
槌
支
部
（
一
名
）

倉
本	

豊

◇
四
十
年
表
彰

相
澤	

文
子
・
高
橋　
　

克
彰

長
田	

孝
介
・
戸
田　
　

克
義

阿
部　

喜
代
子
・
遠
藤　
　

幸
雄

栗
生	

貴
史

大
槌
支
部
（
三
名
）

浜
欠	
芳
男
・
斉
藤　
　

静
子

岩
崎	

洋
司

◇
三
十
年
表
彰

秋
山　

か
わ
え
・
鈴
木　
　

幸
雄

菅
原	

俊
一
・
遠
藤　

な
み
子

佐
伯	

晴
夫
・
本
間　
　

正
明

佐
藤
沢	

修　

絹
子　

　
　
　
　

祥
一　

明
日
香

佐
藤
沢	

豊　

優
子　

優
樹

大
槌
支
部
（
三
名
）

山
崎
善
右
エ
門
・
大
砂
賀　

誠
一

川
村　

俊
一
郎

◇
二
十
年
表
彰

田
島　
　

好
人
・
阿
部　
　

三
郎

菊
池　

キ
ワ
子
・
佐
藤　
　

友
子

佐
藤	

秋
雄
・
佐
藤　
　

長
七

鈴
木	

正
彦
・
相
沢　
　

和
代

石
田　

	

貢　

・
石
橋　
　

温
子

大
澤	

節
子
・
加
藤　
　

可
良

加
藤　

ひ
と
み
・
加
藤　
　

可
識

加
藤	

瑞
基
・
後
藤　
　

浩
一

佐
々
木	

幹
夫
・
柴
田　
　

隆
光

鈴
木	

貴
博
・
髙
橋　

ヨ
シ
子

大
槌
支
部
（
一
名
）

田
中	

悦
子

岩
出
山
講
（
一
名
）

中
鉢	

忠

◇
十
年
表
彰

村
上	

豊　

・
丹
野　
　

幸
夫

阿
部	

雅
彦
・
石
田　
　

善
昭

早
坂	

哲
也
・
村
主　
　

志
郎

鈴
木	

源
志
・
阿
部　
　

貞
子

柿
本　
　

淳
子
・
柿
本　
　

辰
也

柿
本　
　

曜
輝
・
佐
々
木　

孝

髙
橋	

佑
太
・
髙
橋　
　

真
弓

畑
中	

邦
彦
・
本
田　
　

恭
子

井
上	

耕
治

　

井
上
帆
布
工
業
㈱

神
崎	

雅
宏

　

㈱
神
文
ス
ト
ア

　
　

代
表
取
締
役
社
長

大
槌
支
部
（
十
名
）

佐
々
木	

健
児
・
芳
賀　
　

藤
一

赤
崎	

幾
哉
・
川
口　
　

泰
宏

澤
山	

重
夫
・
小
向　
　

幹
雄

三
浦	

文
子
・
藤
村　
　

敬
一

佐
々
木	

哲
雄
・
小
国　
　

忠
義

岩
出
山
講
（
一
名
）

飯
田　

と
き
子

�

（
敬
称
略
）

九
月

　

名
取
市　
　

引
地　
　

裕
樹

　

遠
田
郡　
　

阿
部　
　

ユ
キ

　

仙
台
市　
　

小
坂　
　

門
都

　

秋
田
県　
　

松
橋　
　

夏
凪

　

山
形
県　
　

阿
部　
　

泰
大

　

山
形
県　
　

長
谷
川　

綾

　

仙
台
市　
　

北
口　
　

千
晴

　

仙
台
市　
　

小
野　
　

梨
子

　　

富
谷
市　
　

今
津　
　

拓
美

　

名
取
市　
　

斎
藤　
　

亜
希

　

仙
台
市　
　

金
野　
　

史
裕

　

塩
竈
市　
　

佐
々
木　

法
子

十
月

　

塩
竈
市　
　

齋
藤　
　

雄
一

　

栃
木
県　
　

荒
井　
　

菜
摘

　

仙
台
市　
　

一
条　
　

慎
也

　

石
巻
市　
　

菅
原　
　

瑠
美

　

塩
竈
市　
　

中
野　
　

裕
夫

　

本
吉
郡　
　

佐
々
木　

香

　

福
島
県　
　

鈴
木　
　

拓
弥

　

仙
台
市　
　

柿
野　
　

利
菜

　

栗
原
市　
　

熊
谷　
　

英
己

　

加
美
郡　
　

渡
辺　

絵
里
奈

　

静
岡
県　
　

土
屋　
　

雄
司

　

塩
竈
市　
　

千
葉　

由
美
子

　　

登
米
市　
　

沼
倉　
　

大
介

　

山
形
県　
　

佐
々
木　

菜
摘

　

登
米
市　
　

小
野
寺　

元
気

　

登
米
市　
　

渡
部　
　

真
理

　

黒
川
郡　
　

紀
野
國　

祐
太

　

仙
台
市　
　

熊
谷　
　

円
花

十
一
月

　

宮
城
郡　
　

加
藤　
　

隼
人

　

仙
台
市　
　

鈴
木　
　

千
賀

　

多
賀
城
市　

三
浦　
　

隆
大

　

福
島
県　
　

木
元　
　

彩
乃

　

多
賀
城
市　

齋
藤　

壮
一
郎

　

青
森
県　
　

中
嶋　
　

月

　

東
松
島
市　

車
塚　
　

勇
希

　

牡
鹿
郡　
　

佐
藤　

あ
か
り

　

塩
竈
市　
　

佐
々
木　

誠

　

石
巻
市　
　

亀
山　
　

香
澄

　

神
奈
川
県　

伊
東　
　

優
一

　

宮
城
郡　
　

菅
原　
　

愛
理

　

栃
木
県　
　

石
川　
　

岬
樹

　

茨
城
県　
　

上
田　
　

愛
美

　

加
美
郡　
　

土
田　
　

基
裕

　

塩
竈
市　
　

髙
橋　
　

巴

　

大
崎
市　
　

佐
藤　
　

雄
太

　

亘
理
郡　
　

加
藤　
　

由
恵

　　

石
巻
市　
　

水
沼　
　

龍
司

　

石
巻
市　
　

山
内　
　

睦

　

岩
手
県　
　

坂
部　
　

達
也

　

宮
城
郡　
　

設
樂　

美
紗
子

　

仙
台
市　
　

横
山　
　

裕
崇

　

仙
台
市　
　

岩
泉　
　

若
菜

ご
結
婚

　
　
　

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

講
社
だ
よ
り
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銅
板
奉
納
者
芳
名

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
平
穏
な
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。�

（
慶
）

文
　
芸
　
欄
　
　
　
　
　

き
り
ぎ
し
に
垂
る
る
走
り
根
冬
紅
葉　
　
　
　
　

今
田　

須
美
子   

冬
め
く
や
未
だ
は
ず
せ
ぬ
コ
ル
セ
ッ
ト　
　
　
　

大
友　

セ
ツ
ノ

巨
樹
一
本
登
り
き
っ
た
る
蔦
紅
葉　
　
　
　
　
　

大
野　

み
よ
子

赤
赤
と
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
あ
る
駅
舎　
　
　
　
　

上
田　

由
美
子

食
べ
な
が
ら
母
の
繰
り
言
深
む
秋　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

悦
子

織
部
焼
夫
の
炊
き
た
る
腹
子
飯　
　
　
　
　
　
　

菅
原　
　

和
子

独
り
居
の
気
楽
な
女
穴
ま
ど
ひ　
　
　
　
　
　
　

横
田　

み
ち
子

撫
牛
を
な
で
て
三
代
七
五
三　
　
　
　
　
　
　
　

塗　
　
　
　

守

秋
う
ら
ら
握
手
を
せ
が
む
手
長
猿　
　
　
　
　
　

今
野　

紀
美
子

参
道
の
幅
の
蒼
穹
笹
子
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　

及
川　
　

源
作

　

昨
年
九
月
よ
り
十
一
月
に
か

け
て
、
多
く
の
方
々
よ
り
銅
板

の
御
奉
納
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月

　

東
京
都�

斎
藤　

忠
光

�

ほ
か
六
十
四
名

十
月

　

宮
城
県�

北
田　

憲
靖

�

ほ
か
百
三
十
一
名

十
一
月

　

大
阪
府�

西
野　

政
義

�

ほ
か
六
十
四
名

�

（
敬
称
略
）

国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

祭 

事 

暦 
（
一
月
か
ら

三
月
ま
で

）

毎
月

　

一
日

朔

日

祭

　

 

〃

曲
木
神
社
月
次
祭

　

六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　

十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　

二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

一
月

　
一
日

歳

旦

祭

　
二
日

大

御

饌

祭

　
三
日

元

始

祭

　
五
日

鏡

開

　
十
日

成

人

祭

　
十
四
日

松

明

祭

二
月

　
一
日

旧

正

月

　
三
日

節

分

祭

　
十
一
日

紀

元

祭

　
十
七
日

祈

年

祭

　
二
十
三
日

天

長

祭

三
月

　
十
日

帆

手

祭

　
十
八
日

神

馬

塚

慰

霊

祭

　
二
十
九
日

志
波
彦
神
社
例
祭

千
歳
飴

　

仙
台
市
青
葉
区

�

医
療
法
人　

鳳
珠
会　

殿

令
和
四
年　

壬
寅　

元
旦

志
波
彦
神
社

鹽　
竈　
神　
社

　

宮　

司　
　

鍵　
　
　

三
夫

　

権
宮
司　
　

野
口　
　

次
郎

　

禰　

宜　
　

大
瀧　
　

博
司

　
　

〃　
　
　

近
藤　
　
　

優

　
　

〃　
　
　

小
野　
　

道
教

　

権
禰
宜　
　

永
野　
　

雄
大

　
　

〃　
　
　

鈴
木　
　

重
和

　
　

〃　
　
　

前
川　
　

成
文

　
　

〃　
　
　

菅
原　
　

慶
太

　
　

〃　
　
　

菊
池　
　

重
忠

　
　

〃　
　
　

小
栗　
　

雅
仁

　
　

〃　
　
　

藤
澤　
　

瑞
朗

　
　

〃　
　
　

柏
木　
　

岳
史

　
　

〃　
　
　

浅
野　
　

満
昭

　
　

〃　
　
　

三
品　
　

博
隆

　
　

〃　
　
　

菅
原　
　

治
彦

　
　

〃　
　
　

栗
生　
　

貴
史

　
　

〃　
　
　

菅
野　
　

祐
太

　
　

〃　
　
　

高
橋　
　

友
紀

　
　

〃　
　
　

菊
地　

明
日
香

　

巫　

女　
　

高
橋　
　

美
侑

　
　

〃　
　
　

佐
藤　
　

千
颯

　
　

〃　
　
　

櫻
井　

香
菜
子

　
　

〃　
　
　

鹿
沼　
　

綾
乃

　
　

〃　
　
　

氏
家　
　
　

華

　
　

〃　
　
　

小
林　
　

莉
沙

　
　

〃　
　
　

及
川　
　

華
夢

　
　

〃　
　
　

郷
家　
　

も
も

　
　

〃　
　
　

千
葉　
　

琴
羽

　
　

〃　
　
　

板
倉　
　

美
空

　

巫　

女　
　

石
川　
　

一
冴

　
　

〃　
　
　

加
藤　
　

美
羽

　
　

〃　
　
　

日
野　
　

愛
咲

　

苑　

丁　
　

高
橋　
　
　

賢

　

社
務
員　
　

阿
部　
　

裕
一

　
　

〃　
　
　

伊
藤　
　

道
則

　
　

〃　
　
　

三
浦　
　
　

馨

　

学
芸
員　
　

茂
木　
　

裕
樹

　

釜
社
守　
　

笹
木　

さ
や
か

　

嘱　

託　
　

伊
勢　
　

章
子

謹
賀
新
年

奉
　

納
　

御
　

礼

　

七
五
三
の
御
祈
祷
を
受
け
た
お

子
様
に
同
行
の
ご
兄
妹
に
差
し
上

げ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
十
月
、
仙
台
藩
四

代
藩
主
綱
村
公
の
御
事
蹟
を
後
世

に
伝
え
る
為
、
三
百
年
遠
忌
を
記

念
し
て
、
祭
務
所
前
に
顕
彰
碑
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
顕
彰
碑
の
文
字
「
報
恩
」

を
拓
本
に
と
り
、
揮
毫
さ
れ
ま
し

た
伊
達
家
十
八
代
当
主
伊
達　

宗

氏
に
軸
装
の
上
、
贈
呈
致
し
ま
し

た
。

「
報
恩
」
掛
軸

　
　
　

　

伊
達

　
宗
氏
へ
贈
呈


